
開催概要

C I R C U L A R  E C O N O M Y  C O M P E T I T I O N  /  2 0 2 6

サーキュラーエコノミー コンペティション
循環 × 再生が拓く、建築の未来 ― 分解と再編による新たな建築の可能性 ― 主催：株式会社 久慈設計

建築を「資源のストック場」として捉え直す設計コンペティション。「サーキュラーエコノミー（循環 × 再

生）」の概念を建築に応用し、将来的な分解・移設・再編を前提とした可変的な建築を提案してください。個

人・グループを問わず、どなたでも応募できます（参加費無料）。

日程 S C H E D U L E

O P E N

9月1日（火）
コンペ公開・受付開始

公式サイトで応募登録を受け付けま

す。

1 S T

11月4日（水）
一次審査 提出〆切 23:59

応募登録・PDF提出の締切。結果は11月

中旬に通知します。

F I N A L

12月4日（金）
二次審査・結果発表

久慈設計 東京支社にてポスターセッシ

ョン。Zoom参加可。

応募要項（抜粋） R E Q U I R E M E N T S

応募資格 個人・グループいずれも可。グループ

は代表者1名を立て、共同参加者全員を

登録。応募数の制限なし。

一次審査 A2横・PDF・10MB以内。PDF名とボー

ド右下（24pt）に「応募ナンバー_代表

者名」を記載。様式は任意。

二次審査 A2横 1枚（パネル化不可）を持参。模型

は30cm四方程度まで可。発表2分＋質疑

2分。オンライン参加者はA2原本を事前

送付。

敷地 久慈設計 東京支社が入居するビル

（TASビル）が建つ範囲。用途・構造・

階数・床面積は自由。

結果発表 二次審査当日に会場で発表。公式サイ

トにも掲載。

審査基準 C R I T E R I A

01 テーマ適合性 「循環」が提案の核か

02 具体性 仕組み・空間として具体化さ

れているか

03 独創性 独自の視点があるか

04 実現可能性 構法・運用の説得力

05 表現・伝達力 パネル1枚で魅力が伝わるか

審査員 J U D G E S

久慈 和也（株式会社久慈設計 代表取締役社長）／小川 惇

（同 元代表取締役社長・会長）／小川 茂樹（同 取締役専務

執行役員・一級建築士）／古座 拓磨（同 一級建築士・本コ

ンペ企画運営）

賞構成 A W A R D S

G RA N D  P R I Z E

最優秀者

10万円
1名

E XC E L L E N C E

優秀者

3万円
1名

J U RY AWA R D

審査員賞

1万円
3名

ST U D E N T

学生賞

1万円
3名

S E L E C T E D

入賞

賞状
20名

※ 学生賞は応募時点で学校に在籍している方（大学院生を含む）が対象。入賞は賞状のみ。受賞者は合計28名を予定。交通費の支

給はありません。

応募登録・詳細は公式サイトへ　https://kuji-competition.pages.dev/（募集要項・質疑応答のPDFもダ

ウンロードできます）

お問い合わせ：株式会社 久慈設計　コンペ担当　古座 拓磨　koza@kuji-act.co.jp　© 久慈設計 Circular

Economy Competition（2026年9月9日版）


